
資料１ 

先端計測分析技術・機器開発事業 

平成１９年度事業運営にあたっての改善事項 

 

１．競争的研究資金制度改革に沿った制度設計（総合科学技術会議の見解等に対する対応） 

 

（１）常勤のプログラムオフィサー（開発総括）について、平成１８年度からの継続１名に加え、

平成１９年度より新たに１名委嘱し、非常勤の４名と共に事業全体をさらに強力にマネジ

メント。 

（２）電子申請について、平成１８年度に引き続き実施。 

 

２．課題選考 

 

（１）応用領域（ものづくり領域）における開発領域の設定と開発課題の公募 

本年度より、研究現場のみならず、応用現場（ものづくり現場）での将来の活用が想定

される機器に関する領域（応用領域）について、新たに公募を実施。「機器開発プログラ

ム」では応用領域に関して特定領域２領域を設定し、「要素技術プログラム」でも課題を

公募。また、応用領域の開発課題については、チームリーダーらが開発しようとする機器

ないし要素技術の検証・実証を行い、チームリーダーらに対し得られたデータ等のフィー

ドバックを行う「応用ユーザー」を設置。 

（２）外部専門家に対する査読依頼 

書類査読において、課題選考に携わる専門家を固定せず、申請課題ごとに適切な専門家

が選考に加わる方式を平成１８年度に引き続き導入し、世界最先端の開発課題をより的確

に判断。また、プログラムオフィサー（開発総括）が選考に関与し、事業運営のさらなる

マネジメントを実施。 

（３）その他 

「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」の反映 

 

３．開発成果としてのより大きな波及効果を生み出す仕組み 

 

本事業の開発課題開始から３年あまりが経過し、プロトタイプ機としての成果も徐々に現れつ

つある。(社)日本分析機器工業会が主催する「分析展」は、3日間で延べ 20,000 人を動員するア

ジア最大の計測分析機器関連行事であり、計測分析機器関係のマネージャー・メーカー・ユーザ

ーが一堂に会するため、本事業ならびのその成果をアピールする最適の場である。今回、本事業

として「ブース設置によるプロトタイプ機等の展示」および「公開シンポジウムの開催（８月３

０日）」を企画し詳細について検討を行っているところである。 

 

※「2007分析展」 開催概要 

日時：平成１９年８月２９日(水)～３１日(金) 10:00～17:00 

場所：幕張メッセ国際展示場 ４・５・６ホール 

 



公募説明会

文科省との調整

業務運営会議
理事会議

新聞発表

開発領域の通知から開発開始まで

開発領域の決定

開発課題の決定

先端計測分析技術・機器開発事業

開発課題の募集

開発課題の選考

（2月28日～4月19日）

（3月13日、19日）

（～書類選考会まで）

（7月6日）

（7月27日、8月8日）

開発開始

（8月24日予定）

（8月22日）

（8月8日～8月16日）

開発開始

文部科学省を通し関連省庁との調整等

（10月～）

開発領域の通知

文部科学省より開発領域の通知

（2月16日）

（5月11日）

① 【一般領域】人体内の臓器、病態、脳の高次機能などの無・低侵

襲リアルタイム高解像度３次元観察、及び人体中の物質の無・低侵
襲定量分析

②【応用領域】リアルタイム・ハイスループット観察、リアルタイム制御、
又はものづくり環境適応可能な計測分析システム

③【応用領域】機能発現・作動状態下におけるマクロからミクロレベ
ルのダイナミック計測

（評価委員会）

本事業における選考方針等の検討並びに
査読分担案の決定

査読結果に基づく書類選考の実施および
面接選考対象開発課題の選出

面接選考を実施し、評価結果を総合的
に審査し、採択候補開発課題を選出

上記承認内容の報告

開発課題の公募
・機器開発プログラム（領域特定型、領域非特定型）
・要素技術プログラム

公募説明会の開催
東京、大阪において公募説明会を開催

キックオフ
ミーティング

書類選考

書類査読

面接選考
最終選考

決裁 （～8月17日） 評価委員会より提出された採択候補開発課題の承認

（評価委員会）

（評価委員会・開発総括）


